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(57)【要約】
本開示はスイッチング共振フィルタ回路および方法を含
む。一実施形態において回路は３つ（３）または４つの
（４）素子ＰＩネットワークに構成された複数の共振ス
イッチング回路を含む。一実施形態において、ネットワ
ークが望ましくない信号周波数を減衰し、キャリア周波
数を通過させるように望ましくない信号周波数が２つの
共振スイッチング回路に印加されＲＦ信号のキャリア周
波数が他の２つの共振スイッチングネットワークに印加
される。他の実施形態において、共振スイッチング回路
は望ましくない信号が減衰されることができるようにピ
ークインピーダンスをシフトするように構成されること
ができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＲＦ信号を受信するために低雑音増幅器の第１の出力端子に結合された第１の端子を有
する第１の共振スイッチング回路と、
　前記低雑音増幅器の前記第１の出力端子に結合された第１の端子を有する第２の共振ス
イッチング回路と、
　前記第１の共振スイッチング回路の第２の端子に結合された第１の端子を有する第３の
共振スイッチング回路と、
を備え、
　前記第１の共振スイッチング回路は前記ＲＦ信号のキャリア周波数で低いインピーダン
スを生成し、第１の周波数で高いインピーダンスを生成するように構成され、前記第２の
共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路は前記ＲＦ信号の前記キャリア
周波数で高いインピーダンスを生成し、前記第１の周波数で低いインピーダンスを生成す
るように構成される、回路。
【請求項２】
　前記第１の共振スイッチング回路は前記ＲＦ信号の前記キャリア周波数で前記低いイン
ピーダンスを生成し、前記第１の周波数で前記高いインピーダンスを生成するために前記
第１の周波数で駆動され、前記第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチン
グ回路は前記ＲＦ信号の前記キャリア周波数で前記高いインピーダンスを生成し、前記第
１の周波数で前記低いインピーダンスを生成するために前記キャリア周波数で駆動される
、請求項１の回路。
【請求項３】
　前記第１の共振スイッチング回路は第１の局部発振器に結合され、前記第２の共振スイ
ッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路は第２の局部発振器に結合され、前記第
１の局部発振器と前記第２の局部発振器は同じ集積回路上にある、請求項２の回路。
【請求項４】
　前記第１の共振スイッチング回路、前記第２の共振スイッチング回路および前記第３の
共振スイッチング回路はＭパス回路である、請求項１の回路。
【請求項５】
　前記第１の共振スイッチング回路、前記第２の共振スイッチング回路及び前記第３の共
振スイッチング回路は４つの位相のずれた２５パーセントデューティサイクル信号により
駆動される、請求項４の回路。
【請求項６】
　前記第１の共振スイッチング回路、前記第２の共振スイッチング回路および前記第３の
共振スイッチング回路は差動同相（Ｉ）信号および差動直交（Ｑ）信号により駆動される
、請求項５の回路。
【請求項７】
　前記Ｍパス回路は同相スイッチドキャパシタ回路および直交スイッチドキャパシタ回路
を備え、前記同相スイッチドキャパシタ回路は第１のトランスコンダクタンス回路により
前記直交スイッチドキャパシタ回路に選択的に結合され、前記直交スイッチドキャパシタ
回路は第２のトランスコンダクタンス回路により前記同相スイッチドキャパシタ回路に選
択的に結合される、請求項４の回路。
【請求項８】
　前記低雑音増幅器は前記第２の共振スイッチング回路の第２の端子に結合された第２の
出力端子を備え、前記回路はさらに、前記低雑音増幅器の前記第２の出力端子に結合され
た第１の端子と、前記第３の共振スイッチング回路の第２の端子に結合された第２の端子
を有する第４の共振スイッチング回路をさらに備える、請求項１の回路。
【請求項９】
　前記第１の共振スイッチング回路と前記第４の共振スイッチング回路は前記第１の周波
数で駆動され、前記第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路は前
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記キャリア周波数で駆動される、請求項８の回路。
【請求項１０】
　前記第１の周波数は前記キャリア周波数に隣接している、請求項１の回路。
【請求項１１】
　前記第１の周波数はジャマー信号に対応する、請求項１の回路。
【請求項１２】
　前記ジャマー信号に対応する前記第１の周波数は同じ回路基板上の局部発振器により発
生される、請求項１１の回路。
【請求項１３】
　前記共振スイッチング回路の１つまたは複数はスイッチドキャパシタ回路を備える、請
求項１の回路。
【請求項１４】
　前記共振スイッチング回路の１つまたは複数はさらに異なる周波数にピークインピーダ
ンスを再構成するためにスイッチドキャパシタ回路内のキャパシタを選択的に駆動するト
ランスコンダクタンス（ｇｍ）回路をさらに備える、請求項１３の回路。
【請求項１５】
　前記共振スイッチング回路の１つまたは複数は、
　差動同相信号を受信する第１の二重平衡スイッチドキャパシタ回路と、
　差動直交信号を受信する第２の二重平衡スイッチドキャパシタ回路と、
　入力および出力を有する第１のトランスコンダクタンス回路と、ここにおいて、前記出
力は前記第２の二重平衡スイッチドキャパシタ回路に結合される、
　入力と出力を有する第２のトランスコンダクタンス回路と、ここにおいて、前記出力は
前記第１の二重平衡スイッチドキャパシタ回路に結合される、
　ここにおいて、駆動周波数より上および下でピークインピーダンスを選択的にシフトす
るために、前記第１のトランスコンダクタンス回路の前記入力は前記第１の二重平衡スイ
ッチドキャパシタ回路と前記第２のトランスコンダクタンス回路の前記出力に選択的に結
合され、前記第２のトランスコンダクタンス回路の前記入力は前記第２の二重平衡スイッ
チドキャパシタ回路と前記第１のトランスコンダクタンス回路の前記出力に選択的に結合
される、請求項１の回路。
【請求項１６】
　前記第１の共振回路の第２の端子にフィルタされた信号を生成するために第１の共振ス
イッチング回路の第１の端子上の信号を受信することと、ここにおいて、前記信号は第１
の周波数と第２の周波数を備える、
　第２の共振スイッチング回路の第１の端子上で前記信号を受信することと、
　第３の共振スイッチング回路の第１の端子上で前記フィルタされた信号を受信すること
と、ここにおいて、前記第３の共振スイッチング回路の前記第１の端子は前記第１の共振
スイッチング回路の前記第２の端子に結合される、
　ここにおいて、前記第１の共振スイッチング回路は前記第１の周波数で低いインピーダ
ンスを生成し、前記第２の周波数で高いインピーダンスを生成するように構成され、前記
第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路は前記第１の周波数で高
いインピーダンスを生成し、前記第２の周波数で低いインピーダンスを生成するように構
成される、方法。
【請求項１７】
　前記信号は差動信号であり、前記方法はさらに前記第３の共振スイッチング回路の第２
の端子と第４の共振スイッチング回路の第２の端子上の前記フィルタされた信号の差動成
分を生成するために前記第４の共振スイッチング回路の第１の端子上と前記第２の共振ス
イッチング回路の第２の端子上の前記信号の差動成分を受信することをさらに備える、請
求項１６の方法。
【請求項１８】
　前記第２の周波数で前記第１の共振スイッチング回路を駆動し、前記第１の周波数で前
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記第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路を駆動することをさら
に備える、請求項１６の方法。
【請求項１９】
　前記第１の共振スイッチング回路のピークインピーダンスを前記第２の周波数にシフト
し、前記第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路のピークインピ
ーダンスを前記第１の周波数にシフトすることをさらに備える、請求項１６の方法。
【請求項２０】
　差動同相信号を受信する第１のスイッチドキャパシタ回路と、
　差動直交信号を受信する第２のスイッチドキャパシタ回路と、
　入力と出力を有する第１のトランスコンダクタンス回路と、ここにおいて、前記出力は
前記直交スイッチドキャパシタ回路に結合される、
　入力と出力を有する第２のトランスコンダクタンス回路と、ここにおいて、前記出力は
前記同相スイッチドキャパシタ回路に結合される、
　ここにおいて、駆動周波数の上または下でピークインピーダンスを選択的にシフトする
ために、前記第１のトランスコンダクタンス回路の前記入力は前記同相スイッチドキャパ
シタ回路と前記第２のトランスコンダクタンス回路の前記出力に選択的に結合され、前記
第２のトランスコンダクタンス回路の前記入力は前記直交スイッチドキャパシタ回路と前
記第１のトランスコンダクタンス回路の前記出力に選択的に結合される、
とを備えた回路。
【発明の詳細な説明】
【関連出願への相互参照】
【０００１】
　[0001]本願は、２０１５年１月３０日に出願された米国特許出願番号第１４／６１０，
８８８号に対する優先権を主張し、その内容は、あらゆる目的のためにその全文が参照に
より本明細書に組み込まれている。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]本開示は電子システムおよび方法に関し、特に、スイッチング共振器フィルタ回
路および方法に関する。
【０００３】
　[0003]フィルタ回路は広範囲の電子アプリケーションに使用される。フィルタ回路は典
型的に他の周波数がフィルタにより減衰される間に信号のいくつかの周波数成分がフィル
タ通過可能にするために信号経路内のステージとして用いられる。１つの一般的な例示フ
ィルタは図１に示されるＬＲＣフィルタである。ＬＲＣフィルタはインダクタＬ、抵抗Ｒ
、およびキャパシタＣを含む。ＬＲＣフィルタはバンドパスフィルタとして使用されるこ
とができる。この場合、「通過帯域(pass band)」内の周波数のレンジは、その通過帯域
より上および下の周波数が減衰されると同時に通過されることができる。通過帯域は典型
的に「中心周波数」近辺に中心があり、それはＬＲＣ回路の場合、ω０＝１／ｓｑｒｔ（
ＬＣ）である。実用的なインプリメンテーションでは、通過帯域のエッジは減衰が３ｄＢ
に増加する中心周波数より上または下の周波数に従って設定される。
【０００４】
　[0004]フィルタはしばしば「品質係数」または「Ｑ」の観点から特徴づけられる。品質
係数は中心周波数に対する共振器の帯域幅を記載する（例えば、Ｑ＝ｆ０／Δｆ、ここで
、ｆ０はヘルツにおける中心周波数であり、Δｆはフィルタの通過帯域（または帯域幅）
である。たとえば、図１における並列ＬＲＣフィルタの場合、品質係数はＱ＝Ｒ＊ｓｑｒ
ｔ（Ｃ／Ｌ）である。この場合Ｒを増加させることはＱを増加させる。しかしながら、抵
抗のような受動コンポーネントを用いて高いＱを達成する実用的なアプリケーションにお
いては、大きな回路面積、高い損失および低減された回路効率を生じるであろう。高品質
係数回路は、所望の周波数成分に周波数が近い可能性がある他の望ましくない周波数成分
を減衰させながら所望の周波数成分を通過させることが望ましい。非常に高い品質係数フ
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ィルタを用いて一般的なＬ、Ｒ、およびＣフィルタリングに対する代替手段を実現するこ
とは利点がある。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示はスイッチング共振器フィルタ回路および方法を含む。一実施形態におい
て、回路は３つの（３）または４つの（４）素子ＰＩネットワークに構成された複数の共
振スイッチング回路を含む。一実施形態において、ネットワークが望ましくない信号周波
数を減衰しキャリア周波数を通過するように、望ましくない信号周波数が２つの共振スイ
ッチング回路に印加されＲＦ信号のキャリア周波数が他の２つの共振スイッチングネット
ワークに印加される。他の実施形態において、共振スイッチング回路は、望ましくない信
号が減衰されることができるようにピークインピーダンスをシフトするように構成される
ことができる。
【０００６】
　[0006]以下の詳細な説明および添付の図面は、本開示の性質および利点のより良い理解
を提供する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】[0007]図１は典型的なＬＲＣフィルタを示す。
【図２】[0008]図２は一実施形態に従うスイッチング共振フィルタを例示する。
【図３Ａ】[0009]図３Ａは一実施形態に従う共振スイッチング回路におけるインピーダン
スシフトを例示する。
【図３Ｂ】[0010]図３Ｂは一実施形態に従う異なる周波数を用いた共振スイッチング回路
におけるインピーダンスシフトを例示する。
【図４】[0011]図４は他の実施形態に従うスイッチング共振フィルタを例示する。
【図５】[0012]図５は一実施形態に従う例示Ｍパススイッチング共振フィルタを例示する
。
【図６】[0013]図6は、一実施形態に従う例示共振スイッチング回路を例示する。
【図７】[0014]図7は、他の実施形態に従う例示共振スイッチング回路を例示する。
【図８】[0015]図8は、他の実施形態に従う再構成可能な共振スイッチング回路を例示す
る。
【図９】[0016]図９は一実施形態に従う再構成可能な共振スイッチング回路に関するピー
クインピーダンスのシフトを例示する。
【図１０】[0017]図１０は他の実施形態に従うスイッチング共振フィルタを含む通信チャ
ネルを例示する。
【発明の詳細な説明】
【０００８】
　[0018]本開示はスイッチングフィルタ回路および方法に関する。以下の説明では、説明
の目的のために、多数の例および特定の詳細が、本開示についての完全な理解を提供する
ために記載される。しかしながら、特許請求の範囲において表される本開示が、単独であ
るいは以下に説明される他の特徴との組み合わせにおいて、これらの例における特徴の一
部またはすべてを含むことができ、また、ここに説明される特徴および概念の修正および
同等物をさらに含むことができることは、当業者にとって明らかであろう。
【０００９】
　[0019]図２は一実施形態に従うスイッチング共振フィルタを例示する。本開示の特徴お
よび利点は入力信号をフィルタし、フィルタされた出力信号を提供するための共振スイッ
チング回路の構成を含む。フィルタ２００は、入力信号を受信するためにフィルタ入力端
子ＩＮに結合された第１の端子を有する第１の共振スイッチング回路２０１と、第１の入
力端子ＩＮに結合された第１の端子を有する第２の共振スイッチング回路２０２と、およ
び第１の共振スイッチング回路２０１の第２の端子に結合された第１の端子を有する第３
の共振スイッチング回路２０３を含む。この例において、第１のスイッチング共振回路２
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０１の第２の端子はフィルタ出力端子ＯＵＴであり、第２および第３の共振スイッチング
回路２０２および２０３の第２の端子はグラウンドに結合される。図２に示される構成は
時々３つの（３）素子ＰＩネットワークと呼ばれる。ここに記載されたスイッチング共振
回路は種々の方法でインプリメントされることができる。いくつかの共振スイッチング回
路は、以下により詳細に記載されるようにインピーダンスシフトを実現するために、例え
ば、１／Ｎのデューティサイクルを有したＮのマルチフェーズクロックにより駆動される
ことができ、以下に記載するようにマルチパススイッチドキャパシタを形成するためのキ
ャパシタを含むことができる。いくつかの例示実施形態において、共振スイッチング回路
は以下に例示されるようにＭパス回路であり得る。
【００１０】
　[0020]図２に示されるようにおよび以下により詳細に記載されるように、本開示の実施
形態は、所望の周波数成分を通過させ、望ましくない周波数成分を減衰するインピーダン
スシフトを実現するために異なる周波数信号で異なる共振スイッチング回路を駆動するこ
とができる。図３Ａは一実施形態に従う共振スイッチング回路におけるインピーダンスシ
フトを例示する。共振スイッチング回路は、ある低周波数特性を提示することができる、
例えばキャパシタのような周波数選択性コンポーネントを含むことができる。例えば、キ
ャパシタはゼロ周波数（例えば、ＤＣオープン回路）において高インピーダンスを有する
ことができ、インピーダンスは３０１で示されるように周波数が増大するにつれ降下する
ことができる。インピーダンス特性は、例えば、より高い周波数にシフトされた低周波数
インピーダンス特性を生じる共振スイッチング回路により３０１における低周波数から３
０２におけるより高い周波数、ｆｃにシフトされることができる。例えば、キャパシタの
場合、インピーダンスは１／ｊωＣに相当する。たとえば、インピーダンスがより高い周
波数、ｆｃにシフトされると、Ｑはｆｃ／Δｆになる、ここで、ｆｃは非常に高い周波数
であり、ΔｆはＤＣでシフトされない３ｄＢポイント（それは非常に小さい）により設定
され、非常に高いＱフィルタを生じる。
【００１１】
　[0021]上記インピーダンスシフトの例示アプリケーションが図２に示される。図２にお
いて、共振スイッチング回路２０１は望ましくない周波数ｆ１で共振回路２０１を駆動す
ることにより望ましくない周波数ｆ１で高いインピーダンスを生成し、望ましい周波数ｆ
ｃで低いインピーダンスを生成するように構成されることができる。したがって、共振ス
イッチング回路２０１の入力インピーダンスのピークは周波数ｆ１にシフトされ、ここで
、ｆ１における望ましくない周波数成分は高いインピーダンスを経験し、ｆ１から離れた
望ましい周波数成分ｆｃは低いインピーダンスを経験する。図３Ｂは３１１において周波
数ｆ１で駆動されるときの共振スイッチング回路２０１の入力インピーダンスを例示する
。周波数ｆ１においてピークインピーダンスは３０１におけるＤＣから３１１におけるｆ
１にシフトされるが周波数ｆｃにおいてインピーダンスは降下している。
【００１２】
　[0022]同様に、共振スイッチング回路２０２および２０３は所望の周波数、ｆｃでこれ
らの共振回路（２０２および２０３）を駆動することにより望ましくない周波数において
低いインピーダンスを生成し、望ましい周波数ｆｃにおいて高いインピーダンスを生成す
るように構成されることができる。図３Ｂは３１０において周波数ｆｃにより駆動される
ときの共振スイッチング回路２０２および２０３のピークインピーダンスを例示する。こ
の場合ピークインピーダンスは３０１におけるＤＣから３１０におけるｆｃにシフトされ
るが周波数ｆ１においてインピーダンスは降下している。したがって、所望の周波数ｆｃ
は共振スイッチング回路２０１の両端で低いインピーダンスを経験し、共振スイッチング
回路２０２および２０３の両端で高いインピーダンスを経験するので、ｆｃ附近の所望の
周波数成分の減衰は低く維持されることができる。逆に、望ましくない周波数ｆ１は共振
スイッチング回路２０１の両端で高いインピーダンスを経験し、共振スイッチング回路２
０２および２０３の両端で低いインピーダンスを経験するので、望ましくない周波数成分
ｆ１の減衰は高くなり得、それによりフィルタを通過される信号から望ましくないスペク
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ト成分を低減する。
【００１３】
　[0023]上述した技術の１つの例示アプリケーションはジャマー信号(jammer signals)の
消去である。一実施形態において、ジャマー信号は同じ集積回路上の他の回路（例えば、
周波数ｆ１で動作する局部発振器）により生成され、ジャマー信号は、所望の信号（周波
数ｆｃで動作する他の局部発振器）が共振スイッチング回路２０２および２０３に供給さ
れると同時に共振スイッチング回路２０１に入力として供給され得る。以下により詳細に
記載される代替実施形態において、共振スイッチング回路は、望ましくない周波数成分を
消去するためにピークインピーダンスが特定の周波数より上におよび／または下にシフト
されることができるように構成されることができる。
【００１４】
　[0024]図４は他の実施形態に従うスイッチング共振フィルタを例示する。この例におい
て、入力信号は入力端子ＩＮ＋およびＩＮ－上で受信される差動信号であり、フィルタは
差動出力を出力端子ＯＵＴ＋およびＯＵＴ－に生成する。この例において、共振スイッチ
ング回路４０１はＩＮ＋に結合された第１の端子とＯＵＴ＋に結合された第２の端子を有
し、共振スイッチング回路４０２はＩＮ＋に結合された第１の端子と、回路４０１の第１
の端子と、ＩＮ－に結合された第２の端子とを有し、共振スイッチング回路４０３はＯＵ
Ｔ－に結合された第２の端子と回路４０１の第２の端子とＯＵＴ＋に結合された第１の端
子を有し、共振スイッチング回路４０４は回路４０３の第２の端子とＯＵＴ－に結合され
た第２の端子と回路４０２の第２の端子とＩＮ－に結合された第１の端子を有する。図４
に示される構成は時として４つの（４）素子ＰＩネットワークと呼ばれる。この例におい
て、周波数成分ｆ１を有するＩＮ＋およびＩＮ－上で受信された信号成分はＯＵＴ＋およ
びＯＵＴ－で減衰され周波数成分ｆｃを有するＩＮ＋およびＩＮ－上で受信された信号成
分はより少ない減衰（または利得さえも）でＯＵＴ＋およびＯＵＴ－にパスされるように
共振スイッチング回路４０１と４０４は周波数ｆ１を受信し、共振スイッチング回路４０
２と４０３はｆｃの周波数を受信する。以下に例示されるように、代替実施形態は望まし
くない周波数成分を減衰するように構成可能な共振スイッチング回路を用いた図４の構成
を使用することができる。
【００１５】
　[0025]上述したフィルタとして構成される共振スイッチング回路は広範囲のアプリケー
ションに使用されることができ、多数の異なるインプリメンテーションに従って実現され
ることができる。以下に記載される例示アプリケーションおよびインプリメンテーション
は限定するものではないがここに記載される技法の全範囲(full scope)の例示である。
【００１６】
　[0026]図５は一実施形態に従う例示Ｍパス(M-path)スイッチング共振フィルタを例示す
る。この例において、共振スイッチング回路はＭパスタンク回路であり、アプリケーショ
ンはワイヤレス通信である。ワイヤレス通信チャネルはＲＦ信号を受信するためのアンテ
ナ５５０を含むことができる。ＲＦ信号はキャリア周波数ｆｃで変調される情報を含むこ
とができる。ＲＦ信号はアンテナから低雑音増幅器（ＬＮＡ）５１０の入力に結合され、
それはＲＦ信号を増幅することができる。実際のインプリメンテーションは例えばアンテ
ナとＬＮＡとの間にさらなる回路を含むことができる。したがって、この例は単に例示に
過ぎない。この例において、ＬＮＡの出力はフィルタ入力端子ＩＮ＋およびＩＮ－に結合
された差動出力である。この例において、ＬＮＡは差動出力(例えば、シングルエンド出
力ＬＮＡは３つの（３）素子ＰＩネットワークを使用することができる)を有するので、
４つの（４）Ｍパスタンク回路（「ＭＰ-タンク」）が４つの（４）素子ＰＩネットワー
ク内に構成される。Ｍパスフィルタ（時としてＮパスと呼ばれる）はフィルタ特性を得る
ために共振スイッチングを使用することができるマルチパス回路である。この例において
、第１のＭＰタンク回路５０１はＬＮＡ５１０のＩＮ＋出力に結合された端子とＯＵＴ＋
に結合された端子を有する。ＭＰ－タンク５０２はＩＮ＋に結合された端子とＩＮ－でＬ
ＮＡ５１０の他の出力に結合された他の端子を有する。ＭＰ－タンク５０４はＩＮ－に結
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合された端子とＯＵＴ－に結合された他の端子を有する。最後に、ＭＰ－タンク５０３は
ＯＵＴ＋に結合された端子とＯＵＴ－に結合された他の端子を有する。
【００１７】
　[0027]本開示の実施形態は例えばＲＦ信号における望ましくない信号を減衰するために
使用されることができる。ＲＦ信号の望ましくない周波数成分はキャリア周波数ｆｃに隣
接される可能性がある。従って、キャリア周波数を通過させ、望ましくない周波数ｆ１を
減衰するために高いＱを有したフィルタを持つことは利点がある。例えば、望ましくない
周波数成分ｆ１はジャマー信号ｆ１であり得る。ジャマー信号は多種多様のソースを有す
ることができるが、そのような信号は、例えば、受信されたＲＦ信号に不必要に注入され
る可能性がある。例えば、周波数ｆｊを有するジャマー信号は上述したＬＮＡと同じ集積
回路基板上の局部発振器により発生される可能性がある。
【００１８】
　[0028]図５を再び参照すると、周波数ｆｊを有するジャマー信号は、例えば、ジャマー
周波数ｆｊにおいてＭＰタンク回路５０１および５０４を駆動することによりおよびＲＦ
信号ｆｃのキャリア周波数でＭＰ－タンク回路５０２および５０３を駆動することにより
キャリア周波数近辺のＲＦ信号の所望の部分を通過させながら、減衰させることができる
。したがって、ＭＰ－タンク５０１および５０４はジャマー周波数ｆｊにおいてＲＦ周波
数成分に高いインピーダンスを提示し、キャリア周波数ｆｃにおいてＲＦ周波数成分に、
より低いインピーダンスを提示する。同様に、ＭＰ－タンク５０２および５０３はキャリ
ア周波数ｆｃにおいてＲＦ周波数成分に高いインピーダンスを提示し、ジャマー周波数ｆ
ｊにおいてＲＦ周波数成分に、より低いインピーダンスを提示する。それゆえ、ＬＮＡか
らＩＮ＋およびＩＮ－上のＲＦ信号内のジャマー周波数成分は減衰されＩＮ＋およびＩＮ
－上のＲＦ信号内のキャリア周波数付近の情報は出力にパスされる。１つの例示アプリケ
ーションにおいて、キャリア周波数においてＲＦ信号をダウンコンバートするために使用
される局部発振器信号はＭＰ－タンク５０２および５０３に結合され、周波数ｆ１で信号
をダウンコンバートするために使用される別の局部発振器（例えば、同じ集積回路上の）
は他の局部発振器によりＲＦ信号に注入された周波数ｆ１におけるジャマー周波数を減衰
させるためにＭＰ－タンク５０１および５０４に結合される。
【００１９】
　[0029]図６は一実施形態に従う例示共振スイッチング回路を例示する。この例において
、共振スイッチング回路はＮパススイッチドキャパシタ回路である。ＮスイッチＳ１－Ｓ
Ｎは１／Ｎデューティサイクルにより位相をずらして駆動される。各スイッチはキャパシ
タＣに結合される。この例示回路はＤＣピークインピーダンスがスイッチング信号の周波
数にシフトされるＬＲＣとしてモデル化されることができる。以下に詳細に記載される例
示実施形態において、同相信号（Ｉ＋およびＩ－）および直交信号（Ｑ＋およびＱ－）は
、Ｎ＝４の場合にＮパスにおいて使用される２５％デューティサイクルを提供するので、
Ｎパス（Ｎ＝４）を駆動するために使用されることができる。
【００２０】
　[0030]図７は別の実施形態に従う例示共振スイッチング回路を図示する。本開示のさら
なる特徴と利点は複素フィルタ(complex filter)としてインプリメントされる共振スイッ
チング回路を含む。たとえば、複素フィルタにおいて、スイッチング駆動信号（例えば、
局部発振器からのＩ＋／－およびＱ＋／－）の周波数付近に周波数シフトを実現するため
に、同相信号の一部は直交信号に注入されることができ、直交信号の一部は同相信号に注
入されることができる。この例において、共振スイッチング回路は、共振スイッチング回
路のピークインピーダンスをシフトするために、同相駆動信号Ｉ＋およびＩ－を受信する
第１のスイッチドキャパシタ共振器７０１、直交駆動信号Ｑ＋およびＱ－を受信する第２
のスイッチドキャパシタ共振器７０２、およびＩ信号の一部をＱ信号に結合し、Ｑ信号の
一部をＩ信号に結合するためのトランスコンダクタンス（ｇｍ）回路７１０および７１１
を含む。スイッチドキャパシタ共振器７０１および７０２は以下により詳細に記載される
ように二重平衡スイッチキャパシタであり得る。２つのｇｍ回路がここに示されているけ
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れども、異なる数のｇｍ回路が他のインプリメンテーションにおいて使用されることがで
きる（例えば、４以上）。
【００２１】
　[0031]図８は別の実施形態に従う再構成可能な共振スイッチング回路を例示する。共振
スイッチング回路８００は同相Ｉ＋およびＩ－信号により駆動される二重平衡スイッチド
キャパシタ回路８０１と、直交Ｑ＋およびＱ－信号により駆動される二重平衡スイッチド
キャパシタ回路８０２と、第１のトランスコンダクタ回路とおよび第２のトランスコンダ
クタンス回路８１１を含む。この例において、各二重平衡スイッチドキャパシタ回路はキ
ャパシタ、すなわち、キャパシタ８５０および８５１を含む。複数のスイッチＳ１－Ｓ６
およびＭ１－Ｍ６は第１のトランスコンダクタンス回路８１０の入力を同相スイッチドキ
ャパシタ回路８０１と第２のトランスコンダクタ回路８１１の出力に選択的に結合し、第
２のトランスコンダクタンス回路８１１の入力を直交スイッチドキャパシタ回路８０２と
第１のトランスコンダクタンス回路８１０の出力に選択的に結合する。この結果は、駆動
周波数（例えば、Ｉ信号およびＱ信号の周波数）より上のおよび下のピークインピーダン
スにおける選択シフトである。
【００２２】
　[0032]図９は一実施形態に従う再構成可能な共振スイッチング回路に関するピークイン
ピーダンスにおけるシフトを例示する。すべてのスイッチＳ１－Ｓ６およびＭ１－Ｍ６は
オープンであるとき、回路８００の端子両端のピークインピーダンスは駆動信号の周波数
（例えば、二重平衡スイッチドキャパシタ回路８０１および８０２を駆動するＩ信号およ
びＱ信号の周波数）で生じる。これは、図９においてＦＩＮＢＡＮＤとして示される。ス
イッチＳ１－Ｓ６が閉成され、スイッチＭ１－Ｍ６が開放されるとき、ピークインピーダ
ンスは周波数において、ＦＮｏｔｃｈ（＋）として表示される周波数にシフトアップされ
る。同様に、スイッチＳ１－Ｓ６が開放され、スイッチＭ１－Ｍ６が閉成されるとき、ピ
ークインピーダンスは周波数においてＦＮｏｔｃｈ（－）として表示される周波数にシフ
トダウンされる。ピークインピーダンスの周波数シフトは以下の式により与えられる。
【００２３】
　[0033]ｆｃ＝ｆＬＯ＋／－Ｇｍ／[2πＣＤＩＦＦ]
　[0034]ここで、ｆＬＯはＩ信号およびＱ信号の駆動周波数であり（例えば、FINBAND）
、Ｇｍはトランスコンダクタンス回路の利得であり、Cdiffはキャパシタ８５０と８５１
のキャパシタンスである。図８に例示されるように、キャパシタ８５０と８５１およびト
ランスコンダクタンス（ｇｍ）回路８１０と８１１は、例えば、スイッチＳ１－Ｓ６また
はＭ１－Ｍ６が活性化されるときに周波数においてピークインピーダンスがシフトされる
量を変更するように調整可能であり得る。従って、システムは望ましい信号が消去される
までキャパシタの値または（利得を変更するために）ｇｍ上のバイアスを調節することに
よりピークインピーダンスを掃引することができる。図２および４に例示される複数のこ
れらの共振スイッチング回路は望ましくない周波数成分を減衰するために使用されること
ができる。例えば、ＲＦ信号で転送される以前に阻止された情報の受信は、ジャマー信号
のような望ましくない信号が多分成功裏に減衰されたことを示すことができる。
【００２４】
　[0035]図１０は他の実施形態に従うフィルタを含む通信チャネルを例示するＲＦ信号は
ＬＮＡ１００１の入力で受信される。ＬＮＡの差動出力はＭパスノッチフィルタ１００２
の差動入力に結合される。Ｍパスノッチフィルタの差動出力は利得ステージ（Ｇｍ）１０
０３を介してダウンコンバータ１００４および１００５に結合される。ダウンコンバータ
はまた局部発振器（ＬＯ）信号（図示せず）を受信することができ、それはＩ成分および
Ｑ成分の両方を含むことができる。ダウンコンバートされた信号はベースバンドフィルタ
および利得ステージ１００６のＩ入力およびＱ入力に結合される。信号はたとえばベース
バンドプロセッサにおいてデジタル信号に変換されることができ処理されることができる
。
【００２５】
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　[0036]この例において、Ｍパスノッチフィルタ１００２は差動Ｉ信号およびＱ信号（Ｉ
＋、Ｉ－、Ｑ＋およびＱ－）を受信する構成可能なＭパスタンク（ＭＰ－タンク）回路１
０１０、１０１１、１０１２および１０１３の４つの（４）素子ＰＩネットワークを備え
る。制御信号Ctrl1_Cdiff1およびCtrol1_Gm1は、ＭＰ-タンク１０１０および１０１３に
関するピークインピーダンスの周波数におけるロケーションを変更するためにそれぞれト
ランスコンダクタンス回路の利得とキャパシタ値を調整するためにＭＰ－タンク１０１０
および１０１３に結合される。同様に、制御信号Ctrl2_Cdiff2およびCtrl2_Gm2はＭＰ－
タンク１０１１および１０１２に関するピークインピーダンスの周波数におけるロケーシ
ョンを変更するためにそれぞれトランスコンダクタンス回路の利得とキャパシタ値を調整
するためにＭＰ－タンク１０１１および１０１２に結合される。したがって、各ＭＰ－タ
ンクのピークインピーダンスは例えば、ジャマー信号を減衰しキャリア信号をパスするよ
うに構成されることができる。パスバンドに関する等価回路は１１５０で示される。ジャ
マーバンドに関する等価回路は１１５１で示される。
【００２６】
　[0037]上記の説明は、どのように特定の実施形態の態様がインプリメントされうるかの
例とともに、本開示の様々な実施形態を例示する。上記の例は、唯一の実施形態であると
見なされるべきではなく、以下の特許請求の範囲によって定義される特定の実施形態の柔
軟性および利点を例示するために提示された。上記の開示および以下の特許請求の範囲に
基づいて、他の配置、実施形態、インプリメンテーションおよび同等物が、特許請求の範
囲によって定義される本開示の範囲から逸脱することなしに用いられうる。

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図４】 【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成29年8月1日(2017.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＲＦ信号を増幅するように構成された低雑音増幅器と、
　前記低雑音増幅器の第１の出力端子に結合された第１の端子を有する第１の共振スイッ
チング回路と、
　前記低雑音増幅器の前記第１の出力端子に結合された第１の端子を有する第２の共振ス
イッチング回路と、
　前記第１の共振スイッチング回路の第２の端子に結合された第１の端子を有する第３の
共振スイッチング回路と、
を備え、
　ここにおいて、前記第１、第２、および第３の共振スイッチング回路は各々低周波イン
ピーダンス特性を有した少なくとも１つの周波数選択性コンポーネントを備え、前記低周
波インピーダンス特性は１つまたは複数の周波数信号を用いて前記共振スイッチング回路
を駆動することにより、より高い周波数へシフトされる、および
　前記第１の共振スイッチング回路は前記ＲＦ信号のキャリア周波数で低いインピーダン
スを生成し、第１の周波数で高いインピーダンスを生成するように構成され、前記第２の
共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路は前記ＲＦ信号の前記キャリア
周波数で高いインピーダンスを生成し、前記第１の周波数で低いインピーダンスを生成す
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るように構成される、回路。
【請求項２】
　前記第１の共振スイッチング回路は前記ＲＦ信号の前記キャリア周波数で前記低いイン
ピーダンスを生成し、前記第１の周波数で前記高いインピーダンスを生成するために前記
第１の周波数で駆動され、前記第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチン
グ回路は前記ＲＦ信号の前記キャリア周波数で前記高いインピーダンスを生成し、前記第
１の周波数で前記低いインピーダンスを生成するために前記キャリア周波数で駆動される
、請求項１の回路。
【請求項３】
　第１の局部発振器と第２の局部発振器をさらに備え、
　前記第１の共振スイッチング回路は第１の局部発振器に結合され、前記第２の共振スイ
ッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路は第２の局部発振器に結合され、前記第
１の局部発振器と前記第２の局部発振器は同じ集積回路上にある、請求項２の回路。
【請求項４】
　前記第１の共振スイッチング回路、前記第２の共振スイッチング回路および前記第３の
共振スイッチング回路はＭパス回路である、請求項１の回路。
【請求項５】
　前記第１の共振スイッチング回路、前記第２の共振スイッチング回路及び前記第３の共
振スイッチング回路は各々４つの位相のずれた２５パーセントデューティサイクル信号に
より駆動される、請求項４の回路。
【請求項６】
　前記第１の共振スイッチング回路、前記第２の共振スイッチング回路および前記第３の
共振スイッチング回路は差動同相（Ｉ）信号および差動直交（Ｑ）信号により駆動される
、請求項５の回路。
【請求項７】
　前記Ｍパス回路は同相スイッチドキャパシタ回路および直交スイッチドキャパシタ回路
を備え、前記同相スイッチドキャパシタ回路は第１のトランスコンダクタンス回路により
前記直交スイッチドキャパシタ回路に選択的に結合され、前記直交スイッチドキャパシタ
回路は第２のトランスコンダクタンス回路により前記同相スイッチドキャパシタ回路に選
択的に結合される、請求項４の回路。
【請求項８】
　前記低雑音増幅器は前記第２の共振スイッチング回路の第２の端子に結合された第２の
出力端子を備え、前記回路はさらに、前記低雑音増幅器の前記第２の出力端子に結合され
た第１の端子と、前記第３の共振スイッチング回路の第２の端子に結合された第２の端子
を有する第４の共振スイッチング回路をさらに備える、請求項１の回路。
【請求項９】
　前記第１の共振スイッチング回路と前記第４の共振スイッチング回路は前記第１の周波
数で駆動され、前記第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路は前
記キャリア周波数で駆動される、請求項８の回路。
【請求項１０】
　前記第１の周波数は前記キャリア周波数に隣接している、請求項１の回路。
【請求項１１】
　前記第１の周波数はジャマー信号の周波数に整合する、請求項１の回路。
【請求項１２】
　前記低雑音増幅器と同じ回路基板上の局部発振器をさらに備え、
　前記ジャマー信号は前記局部発振器により発生される、請求項１１の回路。
【請求項１３】
　前記共振スイッチング回路の１つまたは複数はスイッチドキャパシタ回路を備える、請
求項１の回路。
【請求項１４】
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　前記共振スイッチング回路の１つまたは複数はさらにトランスコンダクタンス（ｇｍ）
回路をさらに備える、請求項１３の回路。
【請求項１５】
　前記共振スイッチング回路の１つまたは複数は、
　差動同相信号を受信する第１の二重平衡スイッチドキャパシタ回路と、
　差動直交信号を受信する第２の二重平衡スイッチドキャパシタ回路と、
　入力および出力を有する第１のトランスコンダクタンス回路と、ここにおいて、前記出
力は前記第２の二重平衡スイッチドキャパシタ回路に結合される、
　入力と出力を有する第２のトランスコンダクタンス回路と、ここにおいて、前記出力は
前記第１の二重平衡スイッチドキャパシタ回路に結合される、
　ここにおいて、駆動周波数より上および下のピークインピーダンスの周波数を選択的に
シフトするために、前記第１のトランスコンダクタンス回路の前記入力は前記第１の二重
平衡スイッチドキャパシタ回路と前記第２のトランスコンダクタンス回路の前記出力に選
択的に結合され、前記第２のトランスコンダクタンス回路の前記入力は前記第２の二重平
衡スイッチドキャパシタ回路と前記第１のトランスコンダクタンス回路の前記出力に選択
的に結合される、請求項１の回路。
【請求項１６】
　前記第１の共振回路の第２の端子にフィルタされた信号を生成するために第１の共振ス
イッチング回路の第１の端子上の信号を受信することと、ここにおいて、前記信号は第１
の周波数と第２の周波数を備える、
　第２の共振スイッチング回路の第１の端子上で前記信号を受信することと、
　第３の共振スイッチング回路の第１の端子上で前記フィルタされた信号を受信すること
と、ここにおいて、前記第３の共振スイッチング回路の前記第１の端子は前記第１の共振
スイッチング回路の前記第２の端子に結合される、
　ここにおいて、前記第１、第２、および第３の共振スイッチング回路は各々低周波イン
ピーダンス特性を有した少なくとも１つの周波数選択性コンポーネントを備え、前記低周
波インピーダンス特性は１つまたは複数の周波数信号を用いて前記共振スイッチング回路
を駆動することにより、より高い周波数へシフトされる、および
　ここにおいて、前記第１の共振スイッチング回路は前記第１の周波数で低いインピーダ
ンスを生成し、前記第２の周波数で高いインピーダンスを生成するように構成され、前記
第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路は前記第１の周波数で高
いインピーダンスを生成し、前記第２の周波数で低いインピーダンスを生成するように構
成される、方法。
【請求項１７】
　前記信号および前記フィルタされた信号は差動信号であり、前記方法はさらに前記第３
の共振スイッチング回路の第２の端子と第４の共振スイッチング回路の第２の端子上の前
記フィルタされた信号の差動成分を生成するために前記第４の共振スイッチング回路の第
１の端子上と前記第２の共振スイッチング回路の第２の端子上の前記信号の差動成分を受
信することをさらに備える、請求項１６の方法。
【請求項１８】
　前記第２の周波数で前記第１の共振スイッチング回路を駆動し、前記第１の周波数で前
記第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路を駆動することをさら
に備える、請求項１６の方法。
【請求項１９】
　前記第１の共振スイッチング回路のピークインピーダンスの周波数を前記第２の周波数
にシフトし、前記第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路のピー
クインピーダンスを前記第１の周波数にシフトすることをさらに備える、請求項１６の方
法。
【請求項２０】
　差動同相信号を受信する同相スイッチドキャパシタ回路と、
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　差動直交信号を受信する直交スイッチドキャパシタ回路と、
　入力と出力を有する第１のトランスコンダクタンス回路と、ここにおいて、前記出力は
前記直交スイッチドキャパシタ回路に結合される、
　入力と出力を有する第２のトランスコンダクタンス回路と、ここにおいて、前記出力は
前記同相スイッチドキャパシタ回路に結合される、
　ここにおいて、前記同相および直交スイッチドキャパシタ回路は各々低周波インピーダ
ンス特性を有した少なくとも１つのキャパシタを備え、ここにおいて前記低周波インピー
ダンス特性は１つまたは複数の周波数信号を用いて前記共振スイッチング回路を駆動する
ことにより、より高い周波数へシフトされる、および
　ここにおいて、駆動周波数の上または下のピークインピーダンスの周波数を選択的にシ
フトするために、前記第１のトランスコンダクタンス回路の前記入力は前記同相スイッチ
ドキャパシタ回路と前記第２のトランスコンダクタンス回路の前記出力に選択的に結合さ
れ、前記第２のトランスコンダクタンス回路の前記入力は前記直交スイッチドキャパシタ
回路と前記第１のトランスコンダクタンス回路の前記出力に選択的に結合される、
とを備えた回路。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　[0037]上記の説明は、どのように特定の実施形態の態様がインプリメントされうるかの
例とともに、本開示の様々な実施形態を例示する。上記の例は、唯一の実施形態であると
見なされるべきではなく、以下の特許請求の範囲によって定義される特定の実施形態の柔
軟性および利点を例示するために提示された。上記の開示および以下の特許請求の範囲に
基づいて、他の配置、実施形態、インプリメンテーションおよび同等物が、特許請求の範
囲によって定義される本開示の範囲から逸脱することなしに用いられうる。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ＲＦ信号を受信するために低雑音増幅器の第１の出力端子に結合された第１の端子を有
する第１の共振スイッチング回路と、
　前記低雑音増幅器の前記第１の出力端子に結合された第１の端子を有する第２の共振ス
イッチング回路と、
　前記第１の共振スイッチング回路の第２の端子に結合された第１の端子を有する第３の
共振スイッチング回路と、
を備え、
　前記第１の共振スイッチング回路は前記ＲＦ信号のキャリア周波数で低いインピーダン
スを生成し、第１の周波数で高いインピーダンスを生成するように構成され、前記第２の
共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路は前記ＲＦ信号の前記キャリア
周波数で高いインピーダンスを生成し、前記第１の周波数で低いインピーダンスを生成す
るように構成される、回路。
［Ｃ２］
　前記第１の共振スイッチング回路は前記ＲＦ信号の前記キャリア周波数で前記低いイン
ピーダンスを生成し、前記第１の周波数で前記高いインピーダンスを生成するために前記
第１の周波数で駆動され、前記第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチン
グ回路は前記ＲＦ信号の前記キャリア周波数で前記高いインピーダンスを生成し、前記第
１の周波数で前記低いインピーダンスを生成するために前記キャリ周波数で駆動される、
Ｃ１の回路。
［Ｃ３］
　前記第１の共振スイッチング回路は第１の局部発振器に結合され、前記第２の共振スイ
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ッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路は第２の局部発振器に結合され、前記第
１の局部発振器と前記第２の局部発振器は同じ集積回路上にある、Ｃ２の回路。
［Ｃ４］
　前記第１の共振スイッチング回路、前記第２の共振スイッチング回路および前記第３の
共振スイッチング回路はＭパス回路である、Ｃ１の回路。
［Ｃ５］
　前記第１の共振スイッチング回路、前記第２の共振スイッチング回路及び前記第３の共
振スイッチング回路は４つの位相のずれた２５パーセントデューティサイクル信号により
駆動される、Ｃ４の回路。
［Ｃ６］
　前記第１の共振スイッチング回路、前記第２の共振スイッチング回路および前記第３の
共振スイッチング回路は差動同相（Ｉ）信号および差動直交（Ｑ）信号により駆動される
、Ｃ５の回路。
［Ｃ７］
　前記Ｍパス回路は同相スイッチドキャパシタ回路および直交スイッチドキャパシタ回路
を備え、前記同相スイッチドキャパシタ回路は第１のトランスコンダクタンス回路により
前記直交スイッチドキャパシタ回路に選択的に結合され、前記直交スイッチドキャパシタ
回路は第２のトランスコンダクタンス回路により前記同相スイッチドキャパシタ回路に選
択的に結合される、Ｃ４の回路。
［Ｃ８］
　前記低雑音増幅器は前記第２の共振スイッチング回路の第２の端子に結合された第２の
出力端子を備え、前記回路はさらに、前記低雑音増幅器の前記第２の出力端子に結合され
た第１の端子と、前記第３の共振スイッチング回路の第２の端子に結合された第２の端子
を有する第４の共振スイッチング回路をさらに備える、Ｃ１の回路。
［Ｃ９］
　前記第１の共振スイッチング回路と前記第４の共振スイッチング回路は前記第１の周波
数で駆動され、前記第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路は前
記キャリア周波数で駆動される、Ｃ８の回路。
［Ｃ１０］
　前記第１の周波数は前記キャリア周波数に隣接している、Ｃ１の回路。
［Ｃ１１］
　前記第１の周波数はジャマー信号に対応する、Ｃ１の回路。
［Ｃ１２］
　前記ジャマー信号に対応する前記第１の周波数は同じ回路基板上の局部発振器により発
生される、Ｃ１１の回路。
［Ｃ１３］
　前記共振スイッチング回路の１つまたは複数はスイッチドキャパシタ回路を備える、Ｃ
１の回路。
［Ｃ１４］
　前記共振スイッチング回路の１つまたは複数はさらに異なる周波数にピークインピーダ
ンスを再構成するためにスイッチドキャパシタ回路内のキャパシタを選択的に駆動するト
ランスコンダクタンス（ｇｍ）回路をさらに備える、Ｃ１３の回路。
［Ｃ１５］
　前記共振スイッチング回路の１つまたは複数は、
　差動同相信号を受信する第１の二重平衡スイッチドキャパシタ回路と、
　差動直交信号を受信する第２の二重平衡スイッチドキャパシタ回路と、
　入力および出力を有する第１のトランスコンダクタンス回路と、ここにおいて、前記出
力は前記第２の二重平衡スイッチドキャパシタ回路に結合される、
　入力と出力を有する第２のトランスコンダクタンス回路と、ここにおいて、前記出力は
前記第１の二重平衡スイッチドキャパシタ回路に結合される、
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　ここにおいて、駆動周波数より上および下でピークインピーダンスを選択的にシフトす
るために、前記第１のトランスコンダクタンス回路の前記入力は前記第１の二重平衡スイ
ッチドキャパシタ回路と前記第２のトランスコンダクタンス回路の前記出力に選択的に結
合され、前記第２のトランスコンダクタンス回路の前記入力は前記第２の二重平衡スイッ
チドキャパシタ回路と前記第１のトランスコンダクタンス回路の前記出力に選択的に結合
される、Ｃ１の回路。
［Ｃ１６］
　前記第１の共振回路の第２の端子にフィルタされた信号を生成するために第１の共振ス
イッチング回路の第１の端子上の信号を受信することと、ここにおいて、前記信号は第１
の周波数と第２の周波数を備える、
　第２の共振スイッチング回路の第１の端子上で前記信号を受信することと、
　第３の共振スイッチング回路の第１の端子上で前記フィルタされた信号を受信すること
と、ここにおいて、前記第３の共振スイッチング回路の前記第１の端子は前記第１の共振
スイッチング回路の前記第２の端子に結合される、
　ここにおいて、前記第１の共振スイッチング回路は前記第１の周波数で低いインピーダ
ンスを生成し、前記第２の周波数で高いインピーダンスを生成するように構成され、前記
第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路は前記第１の周波数で高
いインピーダンスを生成し、前記第２の周波数で低いインピーダンスを生成するように構
成される、方法。
［Ｃ１７］
　前記信号は差動信号であり、前記方法はさらに前記第３の共振スイッチング回路の第２
の端子と前記第４の共振スイッチング回路の第２の端子上の前記フィルタされた信号の差
動成分を生成するために第４の共振スイッチング回路の第１の端子上と前記第２の共振ス
イッチング回路の第２の端子上の前記信号の差動成分を受信することをさらに備える、Ｃ
１６の方法。
［Ｃ１８］
　前記第２の周波数で前記第１の共振スイッチング回路を駆動し、前記第１の周波数で前
記第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路を駆動することをさら
に備える、Ｃ１６の方法。
［Ｃ１９］
　前記第１の共振スイッチング回路のピークインピーダンスを前記第２の周波数にシフト
し、前記第２の共振スイッチング回路と前記第３の共振スイッチング回路のピークインピ
ーダンスを前記第１の周波数にシフトすることをさらに備える、Ｃ１６の方法。
［Ｃ２０］
　差動同相信号を受信する第１のスイッチドキャパシタ回路と、
　差動直交信号を受信する第２のスイッチドキャパシタ回路と、
　入力と出力を有する第１のトランスコンダクタンス回路と、ここにおいて、前記出力は
前記直交スイッチドキャパシタ回路に結合される、
　入力と出力を有する第２のトランスコンダクタンス回路と、ここにおいて、前記出力は
前記同相スイッチドキャパシタ回路に結合される、
　ここにおいて、駆動周波数の上または下でピークインピーダンスを選択的にシフトする
ために、前記第１のトランスコンダクタンス回路の前記入力は前記同相スイッチドキャパ
シタ回路と前記第２のトランスコンダクタンス回路の前記出力に選択的に結合され、前記
第２のトランスコンダクタンス回路の前記入力は前記直交スイッチドキャパシタ回路と前
記第１のトランスコンダクタンス回路の前記出力に選択的に結合される、
とを備えた回路。
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